
平成１８年２月教育委員会定例会会議録 

 
付議事項 
議案第６５号 平成１８年度学校教育指導の方針と重点（案）について 
  
        潰滝総務課長から、学校教育指導基本方針と重点を定めた案に

つい て、今回の改正は子どもの安全、食育、人権の三つを柱とし

ていること、「はじめに」という項を設け、現代の子どもを取り巻

く課題、豊かな人間性を育むこと の重要を盛り込んでいることな

どの説明があった。委員からは、委員協議会において長い時間を

かけて話し合ってきた内容が反映されており、この方針を浸透さ

せて充分に活用されたい、との意見が出され、審議の結果、原案

のとおり決定した。 
 
議案第６６号 市町村立学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

（案）について  
  
        猪谷給与課長から、県人事委員会勧告に基づき、給料表の水準

引き 下げ、昇給基準の改正、手当の見直し等の給与構造改革を、

平成１８年度から実施するための条例改正についての説明があり、

審議の結果、原案のとおり決定した。 
  
議案第６７号 教育職員の免許状に関する規則の一部を改正する規則（案）に

ついて 
  
        給与課長から、教育職員免許状の申請手続きを簡素化するため、

申請書の様式変更、身体検査書の検査項目の見直しを行いたい旨

の説明があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 
 
議案第６８号 和歌山県文化財保護審議会委員の委嘱（案）について 
 
議案第６９号 和歌山県立近代美術館協議会委員の委嘱（案）について 
 
議案第７０号 和歌山県立博物館協議会委員の委嘱（案）について 



議案第７１号 和歌山県立紀伊風土記の丘協議会委員の委嘱（案）について 
  
        藤井文化遺産課長から、議案第６８号、議案第６９号、議案第

７０号及び議案第７１号について、各審議会・協議会において、

任期の満了や欠員の補充による後任委員の委嘱（案）について説

明があった。委員からは、男女 共同参画社会推進のため、審議会

等への女性の登用を図るという県の目標に沿った委員構成に留意

されたい旨の意見が出された。また、複数の委員職が同じ人物に

集中することがないように留意されたい旨の意見が出された。 
        文化遺産課長から、男女共同参画社会推進の必要性については

理解しているが、分野によっては女性の適任者がいない場合があ

る。また委員職の重複も同様の 理由により生じている場合がある

が、これからも各方面で活躍中の方々から幅広い意見をいただけ

るような委員の委嘱に努めたい旨の説明があり、審議の結果、原

案のとおり決定した。 
 
議案第７２号 和歌山県立高等学校規則の一部を改正する規則（案）について 
  
        板橋県立学校課長から、県立高等学校の校名変更、学科の改編、

併設型中高一貫校の設置に伴い、規則に所要の改正を加えたい旨

の説明があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 
 
議案第７３号 平成１８年秋叙勲候補者（体育・スポーツ）の推薦（案）につ

いて 
  
        森岡スポーツ課長から、本県の体育・スポーツの振興、発展に

尽力した者１名を推薦したい旨の説明があり、原案のとおり決定

した。 
 
議案第７４号 和歌山県立高等学校の通信教育に関する規則の一部を改正する

規則（案）について 
  
       県立学校課長から、通信制高等学校の協力校に置くこととされて

いる連絡指導員及び面接指導講師に関し、任命の対象に協力校の

講師を加え、人材の確保を図りたい旨の説明があった。また、陵

雲高等学校の田辺教室及び新宮教 室における同職を確保するた



めに、協力校を変更したい旨の説明があった。 
        委員からは通信制高等学校の現況についての質問が出され、県

立学校課長から、多様な学びの形態を提供するという意味で必要

性は高く、陵雲高等学校だけで も１，６００名程度の生徒が学習

しており需要は大きいとの説明があった。以上の審議の結果、原

案のとおり決定した。 
 
議案第７５号 和歌山県立高等学校入学者選抜に係る改善案ついて 
  
        県立学校課長から、県立高等学校入学者選抜に係る改善案概要

の説明があった。主な変更点 は、従来の推薦入学を廃止し、各校

の特色を生かした前期選抜と、従来の一般入学に替えて後期選抜

を行うこととするものである。改善の趣旨は、受検機会の複 数化

により主体的な進路選択を促進させること、特色ある高等学校づ

くりを進めること、中学校教育における一層の学力充実に資する

ことであるとの説明があった。 
        委員からは、学校側が特色を出せるように、教科ごとの配点や

検査時間に弾力性を持たせてはどうかとの意見が出された。県立

学校課長から、５教科の学力検 査を必ず実施するという枠組みの

中で、さらに検討を加えたいとの回答がされた。 
        また、過度の受検競争を招くものにならず、生徒・保護者に不

要な動揺を生じさせることがないように、充分に説明を行い、適

切な進路指導を行えるよう指導して欲しいとの意見が出されたほ

か、専門学科の前期選抜者数については、影響を考慮して適正な

割合を判断されたい旨の意見が出された。 
        県立学校課長から、詳細については今後も検討を加えることと

し、なるべく早い時期に実施要項を定め、混乱のないように努め

たいとの説明があった。以上の審議の結果、原案のとおり決定し

た。 
 
議案第７６号 平成１８年秋の叙勲候補者（教育功労関係）の推薦（案）につ

いて 
  
        総務課長から、長期にわたって本県の教育の充実に尽力し、多

くの功績を残した６名を推薦したい旨の説明があり、審議の結果、

原案のとおり決定した。 



議案第７７号 平成１８年秋の褒章候補者（体育・スポーツ）の推薦（案）に

ついて 
  
        森岡スポーツ課長から、競技団体の役員を務め、競技の普及・

振興、競技力の向上や指導者の育成等に功績のあった１名を推薦

したい旨の説明があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 
 
議案第７８号 平成１８年秋の叙勲候補者（学校保健関係）の推薦（案）につ

いて 
  
        山本健康体育課長から、学校歯科医を永年にわたり務め、児童、

教職員の健康管理に多大な貢献のあった１名を推薦したい旨の説

明があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 
 
議案第７９号 教職員の処分（案）について 
  
        小中学校課長から、中学校の校長、教頭及び教諭の５名を処分

したい旨の報告があった。委員から、綱紀粛正に努められたい旨

の意見があり、以上の審議の結果、原案のとおり決定した。 
 
議案第８０号 和歌山県スポーツ振興審議会委員の委嘱（案）について 
  
        スポーツ課長から、現在の同審議会委員１６名が任期満了を迎

えるにあたり、専門領域が重複している１名を減員し、１５名を

再任したい旨の説明があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 


